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呼吸器内科のご案内

１．患者さまの意思を尊重し、信頼される医療を提供します。

２．地域中核病院として、高度な医療と救急医療の充実に努めます。

３．急性期病院として、関係機関と連携し、地域医療の充実を目指します。

４．地域がん診療連携拠点病院として、機能の充実強化に努めます。

５．臨床研修指定病院として、地域医療を担う優れた医師の育成に努めます。

６．地域医療支援病院として、地域の医療人の教育研修の充実強化に努めます。

基
本
方
針

ご自由にお持ち下さい 

病 院 の 理 念「患者本位の医療」

公立藤岡総合病院 広報誌

外来診療予定表 平成29年12月1日現在
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（新）神保
（新）（呼）☆内田
植田

中川

外山

宮

今村

若林

※五十嵐

田中
中里

（新）村主

栗原
☆永井（彩）
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（婦）吉田
(産)☆延命

渡部
深澤

群大

嶋岡
内田（達）
武井

総合診療科
（新）新患・（再）再来
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血液内科
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脳神経外科
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緩和ケア外来
放射線治療科

泌尿器科

助産師外来

（小外）小児外科
耳鼻咽喉科

ペインクリニック
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（乳）乳児健診
（予）予防接種

産婦人科
（婦）婦人科・（産）産科

外科
（　）がん専門外来

消化器内科
肝臓

腎臓・リウマチ

（再）壁谷
（再）神保

高松

中川

飯野

☆太田
長又

柳澤

※五十嵐

（消化器・食道）田中
（消化器）中里
※☆松本

（産）吉田
※(術前)遠藤

※13時～14時

（予）※渡部
（内分泌）※大澤
（心臓）※岡田（3）

群大
群大

内田（達）
武井

※☆塩谷

（新）神保
（新）（血）金谷
（新）（呼）☆池田
井上
間渕

☆内田
高野

斉藤（明）

茂木

☆古田（み）

※五十嵐
※須田
石崎
☆松本
（新）加藤

中島
勝見
萩原（明）

武井
(婦)☆延命
（産）吉田

深澤
渡部

※非常勤
※［検査］

嶋岡
坂本
佐々木

※☆塩谷

（再）神保
（再）（呼）田口

井上

中川

（消・肝）壁谷
（消）☆山口
☆古田（み）

※五十嵐
※須田
石崎

☆（乳）松本

（婦）吉田
(産)☆延命

※13時～14時

渡部（1・２・4・５）
※川嶋
☆小山

※［検査］

［手術］
坂本
武井

※☆塩谷

（再）神保
（再）（消）中村

☆山岸
飯島

須賀
☆内田

※（甲）今村（誠）

柳澤

※鈴木（雄）

（婦）☆飯野
（産）吉田

※13時～14時

※相馬

※［検査］

13時～15時手術

※☆塩谷

（再）神保
（再）壁谷

飯塚

鈴木（忠）

斉藤（明）

茂木

今村

秋谷

※五十嵐

（胃・大腸）加藤
（一般）斉藤（秀）

(婦)※遠藤
(産)☆延命

（乳）※深澤
※川嶋

※［検査］
［手術］
嶋岡

（新）神保
（新）（呼）田口

井上
小野
☆山岸

中川

塚田

☆朱

古田（夏）
甲賀

※五十嵐

森永
（新）村主
※田中
要予約
鈴木（純）
関

萩原（明）

清水
(婦)小松

☆小山
相馬

群大
群大
嶋岡
武井
佐々木

（再）壁谷
（再）（循）☆金井
（再）（消）中村
間渕

塚越

外山
金谷
塚田

今村

（消化器）村主

(産)小松
※池田

※相馬

※［検査］
［手術］

武井
坂本

※15時～１６時武井
※☆塩谷

ストーマ外来

リハビリ科

診療科
月 火 水 木 金

午後午前午後午前午後午前午後午前午後午前

１０時３０分～
装具外来

１０時３０分～
装具外来

１０時３０分～
装具外来

※めまい外来
（１４時～）

（小外）※鈴木
（1・３・５）

※（第1・2）
9時～9時30分

（胃・大腸・肝胆膵）
森永

古田（第２・４）

※群大
（１４時３０分～）

荒井/金井/萩原（竜）

（新）（消）中村
（新）（循）☆金井
（新）非常勤
☆山岸
小野

斉藤（貴）

☆太田
宮
☆朱

田村
甲賀

※五十嵐
※鈴木（雄）
斉藤（秀）
（新）☆松本
設楽

栗原
☆永井（彩）
萩原（明）

有井
（婦）吉田
（産）☆飯野

相馬
☆小山

※古谷
※［検査］

嶋岡
佐々木

※☆塩谷

（新）（血）飯野
（新）（腎）長又

飯島
植田
高松
鈴木（忠）
高野
☆池田

塚田

☆朱

吉澤

※五十嵐

設楽
加藤
※斉藤

鈴木（純）
中島
関

(婦)☆延命
(産)遠藤

牛込
☆小山
深澤

※群大
群大
群大
嶋岡

※内田（達）
坂本

甲賀/若林/吉澤

〒375–8503　群馬県藤岡市中栗須813–1　TEL. 0274–22–3311（代）　FAX. 0274–24–3161
http://www.fujioka–hosp.or.jp公立藤岡総合病院

PET–CT健診がはじまります
　４月より、当院の人間ドックでPET–CT検査を受けることが可能になります。
　日本人の２人に１人はがんになると言われる時代で、死亡原因の第１位は「がん」です。がんは、早期治
療によって生存率が高くなります。しかし、一般的な健康診断では見つけにくいものが多いですし、部位に
よってがんの発症率は、男女、年代で違いがあります。
　PET–CT検査は一度に全身をチェックし、小さながんを発見することができる点が特徴です。ただし、判
別しづらい部位もあるので注意が必要です。

料金　80,000円～105,000円（税抜き）

　全身のがんをチェックする検査には、「PET–CT」「MRI」「腫瘍マーカー」等があります。検査内容に
よって費用も異なりますので、自分に合った検査を選ぶ必要があります。
　PET–CT検査について詳しく知りたい方はお気軽に当院健康管理センターまでお問い合せ下さい。

　Tel　0274–22–3311　公立藤岡総合病院 健康管理センター



　 

呼
吸
器
内
科
で
は
ど
ん
な
病
気
を
み
る
の
で
す
か
？

　 

呼
吸
器
感
染
症
（
肺
炎
、
胸
膜
炎
・
肺
結
核
な

ど
）、
肺
癌
、
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
（
≒
肺
気
腫
）、
ぜ
ん
そ
く
、

間
質
性
肺
炎
、
膠
原
病
に
伴
う
肺
炎
、
気
胸
、
睡
眠

時
無
呼
吸
症
候
群
な
ど
で
す
。
心
臓
や
腎
臓
な
ど
、

他
の
病
気
が
原
因
で
肺
も
悪
く
な
っ
て
い
る
場
合
も

あ
り
ま
す
。
他
の
診
療
科
の
医
師
や
看
護
師
、
理
学

療
法
士
、
薬
剤
師
な
ど
と
協
力
し
て
治
療
を
お
こ
な

い
ま
す
。

　 

ど
ん
な
症
状
が
で
ま
す
か
？

　 

主
な
症
状
は
咳
や
痰
、
血
痰
、
息
切
れ
な
ど
で
す
。

呼
吸
時
に
ヒ
ュ
ー
ヒ
ュ
ー
音
が
す
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
肺
は
痛
み
を
感
じ
な
い
臓
器
で
あ
る
た
め
、
無

症
状
で
も
肺
の
病
気
が
隠
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
の

で
注
意
が
必
要
で
す
。

　 

ど
ん
な
検
査
を
し
ま
す
か
？

　 

血
液
検
査
、
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
・
Ｃ
Ｔ
・
Ｍ
Ｒ
Ｉ

な
ど
の
画
像
検
査
、
肺
機
能
検
査
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

気
管
支
鏡
（
内
視
鏡
）
で
肺
の
細
胞
を
採
取
す
る
場

合
も
あ
り
ま
す
。
新
病
院
に
な
り
が
ん
の
転
移
や
再

発
を
調
べ
る
の
に
有
用
な
Ｐ
Ｅ
Ｔ

－

Ｃ
Ｔ
検
査
が
導

入
さ
れ
ま
し
た
。

　 

肺
の
病
気
に
な
ら
な
い
た
め
に
は
ど
う
し
た
ら
い

い
で
す
か
？

　 

完
全
に
予
防
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
喫
煙

と
関
係
が
強
い
病
気
は
沢
山
あ
り
ま
す
。
肺
が
ん
は

喫
煙
者
に
多
く
、
た
ば
こ
を
吸
わ
な
け
れ
ば
Ｃ
Ｏ
Ｐ

Ｄ
に
は
な
り
ま
せ
ん
。
喘
息
患
者
さ
ん
が
た
ば
こ
を

吸
う
と
重
篤
に
な
り
ま
す
。
た
ば
こ
を
吸
っ
て
い
る

方
は
一
日
も
早
く
禁
煙
し
て
く
だ
さ
い
。

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
や
肺
炎
に
対
し
て
は
ワ
ク
チ
ン

を
接
種
す
る
こ
と
が
推
奨
さ
れ
て
い
ま
す
。

　 

肺
の
病
気
を
早
く
発
見
す
る
た
め
に
は
？

　

 

緊
急
入
院
さ
れ
る
患
者
さ
ん
の
中
に
は
「
レ
ン
ト

ゲ
ン
は
５
年
以
上
と
っ
て
い
な
い
」、「
異
常
と
言
わ

れ
た
け
れ
ど
、
何
の
症
状
も
な
い
か
ら
様
子
を
見
て

い
た
」
と
い
う
方
が
大
勢
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
特

に
肺
が
ん
で
は
、
症
状
が
出
た
と
き
に
は
進
行
が
ん

呼吸器内科のご紹介

〜 わたしたちひとりひとりの生命の維持に大きな役割を果す呼吸器。〜
　当院では、近年急増している肺癌、肺炎、慢性閉塞性肺疾患（COPD）、喘息を主に検査や治療を
おこなっています。今回は呼吸器専門医である中川医師より当院での検査や受診について説明をし
てもらいます。

と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
多
く
無
症
状
の
う
ち
に
診
断

す
る
こ
と
が
大
切
で
す
が
、
残
念
な
が
ら
手
術
が
で

き
な
い
状
態
で
見
つ
か
る
患
者
さ
ん
が
圧
倒
的
に
多

い
の
で
す
。
ぜ
ひ
積
極
的
に
健
康
診
断
を
受
け
て
く

だ
さ
い
。

　 

入
院
は
で
き
ま
す
か
？

　 

常
時
40

－

50
人
の
患
者
さ
ん
が
入
院
さ
れ
て
い
ま

す
。
毎
週
水
曜
日
に
は
呼
吸
器
内
科
医
と
放
射
線
治
療

医
が
集
ま
り
、
入
院
患
者
さ
ん
の
病
状
を
把
握
し
治
療

方
針
を
決
め
る
た
め
の
話
し
合
い
を
し
て
い
ま
す
。

　 

肺
の
手
術
や
放
射
線
治
療
は
で
き
ま
す
か
？

　 

胸
部
外
科
や
放
射
線
治
療
の
専
門
医
も
お
り
ま
す

の
で
、
肺
の
手
術
や
放
射
線
治
療
も
受
け
ら
れ
ま
す
。

　 

呼
吸
器
内
科
を
受
診
し
た
い
の
で
す
が
・
・
　

　 

呼
吸
器
疾
患
の
診
断
に
は
、
今
ま
で
使
用
し
た
薬

の
効
果
や
過
去
の
レ
ン
ト
ゲ
ン
の
情
報
な
ど
が
役
立

つ
こ
と
が
多
く
、
治
療
方
針
を
決
め
る
上
で
大
変
参

考
と
な
り
ま
す
。
当
科
を
受
診
さ
れ
る
際
に
は
、
大

変
お
手
数
で
す
が
、
か
か
り
つ
け
医
か
ら
診
療
情
報

提
供
書
（
紹
介
状
）
を
い
た
だ
き
、
お
薬
手
帳
も
お

持
ち
に
な
る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

●
最
後
に

　

レ
ン
ト
ゲ
ン
で
影
が
あ
る
と
指
摘
さ
れ
た
時
、
咳

や
痰
が
続
く
場
合
や
息
切
れ
を
感
じ
た
際
に
は
、
ぜ

ひ
呼
吸
器
内
科
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
き
っ
と
皆
さ

ま
の
お
役
に
た
て
る
と
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

呼
吸
器
内
科
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

長
年
勤
務
し
て
い
た
塚
越
医
師
が
昨
年
11
月
末

で
退
職
し
た
た
め
、
12
月
か
ら
は
常
勤
医
５
名
、

非
常
勤
医
２
名
で
外
来
診
療
・
入
院
診
療
を
お
こ

な
っ
て
い
ま
す
。
医
師
の
減
少
に
伴
い
睡
眠
時
無

呼
吸
症
候
群
の
精
密
検
査
は
現
在
実
施
し
て
い
ま

せ
ん
。
ま
た
、
禁
煙
外
来
も
休
止
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

　

何
卒
ご
理
解
と
ご
協
力
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　

平
素
よ
り
地
域
の
皆
様
に
は
、
病
院
事

業
・
運
営
に
際
し
ま
し
て
、
ご
理
解
と
ご

協
力
を
頂
き
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
、
念
願
で
あ
っ
た
入
院
棟
と
附
属
外

来
セ
ン
タ
ー
が
統
合
さ
れ
11
月
１
日
に
新

病
院
と
し
て
開
院
い
た
し
ま
し
た
。
工
事

中
、
移
転
の
際
に
は
患
者
さ
ん
、
ご
家
族

の
方
を
始
め
地
域
の
皆
様
に
は
大
変
ご
不

便
を
お
か
け
い
た
し
ま
し
た
こ
と
、
心
よ

り
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

新
病
院
で
は
、
地
域
の
皆
様
の
ニ
ー
ズ

を
踏
ま
え
て
Ｈ
Ｃ
Ｕ
を
24
床
に
増
床
し
、
救

急
患
者
さ
ん
の
受
け
入
れ
を
強
化
す
る
と

と
も
に
、
入
院
患
者
さ
ん
が
安
心
し
て
在

宅
へ
戻
れ
る
よ
う
に
地
域
包
括
ケ
ア
病
棟

に
加
え
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病

棟
を
新
設
い
た
し
ま
し
た
。
ま
た
、
が
ん

患
者
さ
ん
の
療
養
を
支
援
し
24
時
間
い
つ

で
も
入
院
が
で
き
る
よ
う
に
緩
和
ケ
ア
病

床
を
８
床
整
備
い
た
し
ま
し
た
。
急
性
期

か
ら
在
宅
ま
で
患
者
支
援
セ
ン
タ
ー
（
入

退
院
支
援
室
）
緩
和
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
の
ス

タ
ッ
フ
が
入
院
前
か
ら
関
わ
り
、
退
院
後

の
療
養
も
考
慮
し
て
、
関
係
機
関
と
の
連

携
を
強
化
し
入
退
院
支
援
を
よ
り
充
実
い

た
し
ま
す
。

　

患
者
さ
ん
、
医
療
者
が
共
に
満
足
で
き

る
療
養
環
境
の
構
築
に
向
け
て
検
討
を
重

ね
て
き
ま
し
た
。
患
者
さ
ん
の
療
養
環

境
を
整
え
る
際
に
最
も
重
視
し
た
こ
と

は
、
安
全
管
理
で
す
。
モ
デ
ル
ル
ー
ム
で

ベ
ッ
ド
や
メ
デ
ィ
カ
ル
コ
ン
ソ
ー
ル
の
位

置
、
ト
イ
レ
の
高
さ
、
壁
や
床
素
材
、
照

明
ナ
ー
ス
コ
ー
ル
の
高
さ
や
位
置
の
検
証

は
そ
の
一
部
で
す
。
継
続
し
て
患
者
さ
ん

が
安
全
に
安
心
し
て
療
養
で
き
る
よ
う
さ

ら
に
環
境
を
整
え
て
ま
い
り
ま
す
。
ご
遠

慮
な
く
ご
意
見
・
ご
要
望
を
お
申
し
出
く

だ
さ
い
。

　

最
良
の
医
療
を
提
供
し
、
地
域
の
皆
様

に
信
頼
さ
れ
選
ば
れ
る
病
院
と
な
る
よ
う

職
員
一
同
、
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
新
病
院
が
開
院
し
て看

護
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が

ら
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つ
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口 浩
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平
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髙
こ う の

野 峻
しゅんいち

一
日本内科学会認定医
日本呼吸器学会専門医 医 員  

内
う ち だ

田 　恵
めぐみ 日本内科学会認定医

部 長  

中
な か が わ

川 純
じゅんいち

一

日本内科学会認定医・総合内科専門医・指導医
日本呼吸器学会専門医・指導医
日本呼吸器内視鏡学会気管支鏡専門医・指導医
日本がん治療学会認定医機構認定医

非常勤
（プラーナクリニック副院長）

須
す が

賀 達
た つ お

夫

日本内科学会認定医・総合内科専門医
日本呼吸器学会専門医・指導医
日本呼吸器内視鏡学会気管支鏡専門医・指導医
日本がん治療認定機構がん治療認定医

医 長  

池
い け だ

田 香
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菜
日本内科学会認定医
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　時間帯によっては駐車場が混雑する場合があります。その際、東側に設けてあります臨時駐車場へお回りいただく場合がご
ざいます。詳しくは現場係員の指示に従って下さい。
　本院の駐車場は、外来患者さんのご利用を優先しております。本院にご用の無い方、また入院患者さんご本人の駐車場のご
利用はご遠慮ください。

一般車両進入禁止

臨
時
駐
車
場


